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パリ / ドバイ、2017年 5月 16 日 

 

コファスの調査で、UAE の非石油系民間企業の楽観的な見方が明らかに

なった。 
 

 UAEの企業は慎重ながらも前向きな姿勢を見せている。 

  輸出企業の 43.5%、国内供給企業の 42%は利益性が向上すると見ており、それ

ぞれ 52.2%、59%は前年より売上げが急増すると見ている。輸出企業の 39%は

キャッシュフローの改善を予想している。 

 UAE の企業の売掛金残高と未払い請求額は平均で年間売上髙の 10%未満である。 

 取引の信用リスクが意識されるようになり、与信期間は長期化している。 

 国内供給企業は景気後退や流動性低下の影響を輸出企業ほどには受けていな

い。 
 

与信管理のソリューションおよび信用リスク情報を提供する世界的有数企業、コファスは、

同社初となる UAE 地域で行った企業間の支払い動向に関する調査の結果を発表した。同調査

は 11 セクターの 136 社の企業を対象に、支払いに関する動向および経緯を理解することを目

的に行われた。 

 

調査対象企業は、与信期間が長期化していると回答した。企業は世界貿易の鈍化と流動性低

下による販売量の減少に、支払いを遅らせることで対処している。しかし、支払いは長期化

しているものの、回答者の多くは UAE および GCC（湾岸協力会議）地域の経済見通しについて

は楽観的である。 

 

「調査結果は、経済が持ち直し始め、UAE 企業が今年は競争上の優位性を最大化しようと目論

む中、ちょうど時宜にかなったものとなった。UAE の多様化した経済は、原油価格下落の影響

を和らげる働きをしてきた。2017 年に見込まれる着実な成長は主に、非石油系の貿易、個人

消費、観光、ドバイエキスポ 2020 への投資に牽引されるだろう」と、コファス中東諸国担当

CEOの Massimo Falcioni 氏は言う。 

 

「UAE 経済の構造は多様化し、国内供給企業は、輸出企業に比べ、景気後退や流動性低下の影

響をあまり受けないが、輸出企業は世界貿易回復の弱さの影響をもろに受けている。」と、

コファス中東担当エコノミスト Seltem Iyigun 氏は言う。 
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明るい経済の見通し 

 

調査によると、UAE および GCC の企業の大半が、地域の経済見通しについて楽観的であり、

31%はこの 6 ヶ月で売上げが改善したと回答している。 

 

ほとんどの輸出企業が慎重ながらも前向きな見通しを持っており、43.5%が利益性の向上を、

52.2%が売上げの増加を、そして 39%がキャッシュフローの改善を予想している。国内供給企

業も前向きな姿勢を維持しており、調査対象の 42%が今後 6 ヶ月以内に利益性が緩やかにある

いは大幅に向上すると考えている。また、59%（主に、建設、農業食品、小売セクター）が今

後 6ヶ月以内に売上げが増えると期待している。 

 

コファスの分析では、GCC 地域が主要な輸出市場（経常売上高が最も高い）であり、MENA 地

域がこれに続くものと考えられる。GCC の輸出市場は中東において最大の販売量を更新し続け

ており、今年、同地域の経済はうまく困難に対処していくだろう。MENA 地域の調査対象企業

のうち、26%が GCC への輸出を考えており、近接性、文化の類似性、経済統合によって有利と

なっている。 

 

新しい観光名所、法律の改正、改革で 2017 年は建設セクターが下支えされ、不動産市場に新

たな機会が創出されることも期待される。また、調査によって、豊かな国内の富裕層に支え

られて小売セクターも機会に恵まれ得ることが示された。しかし、小売セクターは厳しい財

務状態のため、まだ下落圧力にさらされている。 

 

こうした慎重ながらも前向きな見方に合わせ、43%の企業が今後 6 ヶ月の間に雇用を増やすと

回答している。 

 

未払いの請求額について大きなリスクはない 

 

UAE の企業は、輸出企業も国内供給企業も、与信期間は平均 60 日から 90 日、支払遅延は平均

30 日から 60 日であると回答している。輸出企業のうち、支払遅延が平均で最も長いのはエネ

ルギーセクターで、210 日を超えている。国内では、建設セクターの与信期間が最も長く、平

均で支払期間は 97 日、支払遅延は 93.1日である。 

 

回答者は未払いの主な原因として、債権回収プロセスの弱さなど、顧客の財務状態の悪化や

経営的不効率性を挙げている。そして、こうした支払遅延は、企業の 52%に流動性低下を、

44%に金利負担の増加を、42%に所得の喪失をもたらしている。 

 

企業の売掛金残高と未払い請求額は平均で年間売上髙の 10%未満である。輸出企業の大半が、

売掛金残高と未払い請求額は年間売上髙の 2%から 5%であると回答している。国内供給企業で

は、回答企業の 18%が、売掛金残高と未払い請求額は年間売上髙の 2%未満であるとし、20%が

年間売上髙の 5%から 10%、16%が年間売上髙の 20%であるとしている。コファスのこれまでの

知見では、6 ヶ月以上支払が遅れた売掛金残高の 80%が支払われないままとなる。 

 

 

本調査で明らかになった重要な傾向のひとつは、回答者の 52.2%が海外顧客の支払遅延は平均

して、国内顧客の支払遅延よりも長いと回答したことだ。これは外国市場の財務状況が厳し

いことを示している。 
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企業の支払状況：国内企業も輸出企業も平均の与信期間は 60 日から 90 日 

 

半数以上の輸出企業が、与信期間については UAE が同地域で最も良いと回答し、36.8%の回答

企業について与信期間が最も長いのは GCC 諸国全般だとしている。 

 

輸出企業では、過去 6 ヶ月の与信期間の回答として最も多かったのが 60 日（39.1 %）と 90

日（30.43%）である。回答者のほぼ 35%が過去 6 ヶ月の最長与信期間は 120 日、26.1%が 180

日以上（超長期の期限超過額）であったとしている。 

 

2016年セクター別平均与信期間 

輸出企業（全回答者に占める%） 

セクター／平

均の与信期間 

30 日 60 日 90 日 120 日 120 日超 

農業食品  5% 10%   

自動車  17% 17% 17%  

化学   14% 14%  

建設   2%   

エネルギー 11% 11%   11% 

情報通信技術  10%  10%  

金属 7% 20% 13%   

医薬品  17%   17% 

小売  7%    

出典: コファス支払動向調査 2016 

 

国内市場に焦点を合わせている回答者の過半数（61%）については、過去 6 ヶ月の平均与信期

間が 60 日から 90 日の間でばらついている。国内企業が顧客に与えた最長の与信期間は輸出

企業に比べて短く、120 日の与信期間を顧客にオファーしたのは 27%に過ぎない（輸出企業で

は 35%）。 

 

 

2016年セクター別平均与信期間 

国内供給企業（全回答者に占める%） 

セクター／平

均の与信期間 

30 日 60 日 90 日 120 日 120 日超 

農業食品 25% 30% 25% 5%  

自動車 17%  17% 17%  

化学   43% 29%  

建設 2% 23% 28% 26% 19% 

エネルギー 22% 44%    

情報通信技術  60% 10%  10% 

金属  27% 13% 20%  

医薬品  17% 17%  33% 

小売 7% 27% 33% 20% 7% 

運輸  50% 25% 25%  
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平均の支払遅延は輸出企業よりも国内企業の方が短い。平均の支払遅延が 30 日未満であるの

は国内企業の 11%（輸出企業は 9%）で、29%が 30 日から 60 日（輸出企業は 48%）、27%が 60

日から 90 日（輸出企業は 13%）と回答している。平均の支払遅延が 210 日を超えるとしたの

は調査対象の国内企業のわずか 4%（輸出企業は 9%）であった。 
 

 

 

連絡先:  

ジョナタン・ペレズ -  Tel. 03 5402 6108  – jonathan.perez@coface.com 

 

コファスとは   

 

取引信用保険で世界有数の企業であるコファス・グループは、国内及び輸出取引において、取引先の債

務不履行のリスクからお客様を守る為のソリューションを、全世界の企業に提供しています。2015年に

は、4,200名のスタッフのサポートによって、コファス・グループは14億4900万ユーロの連結売上高を計

上しました。100か国における直接的及び間接的なプレゼンスによって、コファスは50,000を超える企業

の200ヵ国以上にまたがる取引をカバーしています。コファスでは、企業の決済動向に関する独自の知見

と、660名のアンダーライターと信用調査のエキスパートの専門知識に基づいた、160ヵ国に及ぶカント

リー・リスク評価を四半期毎に発表しています。 

 

www.coface.com 

コファスSAはユーロネクスト証券市場のA部にて上場しています。 

ISINコード：FR0010667147 /ティッカーシンボル: COFA 
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